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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・転倒転落シート・LASMIの提出期限が8/25（金）までとなっている。

・子供連れの日帰り旅行が8/10（木）実施予定となっている。悪天候により延期、又は中止となる可能性がある。事前変更の場合はWIZメールにて知らせ、直前での変更の場合、行事委員より個人の携帯に連絡をすることもあるとのこと。当日の出発までに連絡のない場合は決行とするとのこと。
・8/11(金)8/14(月)8/16(水)はエアロビは休みとなっている。

・8/25(金)青陽館避難訓練実施予定となっている。
・今週から、各グループの学術の抄録をSGMが確認していくこととしている。

・浜辺信明様のケア会議が9/6（水）となっている。時間は15：00～16：00、場所は青南病院2階会議室となっている。

・8/28（月）、8/30（水）外部研修の案内がある。出欠確認が必要な物もある為、各自内容を確認し、外部研修への参加していくように。
・エアロビクスについて、各スタッフにメールで連絡をしているが、内容の変更をしている。初級や中級のレベルをなくし、参加者のレベルに合わせて行っていくこととしている。また水曜日15:00からのデイナイトケア対象の体極舞が歌謡フラダンスに変更となる。各利用者へ案内をしていくこと。
・次回の勤務表で有給申請をしたい方は、早めに小嶋SGMに相談すること。
・高山　英輔様～北病棟に入院している方で、退院後外来受診時にデイケア利用を検討しているとのこと。今後見学や体験利用を行っていく予定となっている。
・納涼会について　スタッフの動きの日程について用紙を配布しているので、各自確認し不明な点は納涼会担当スタッフに確認すること

・デイケアのプログラムについて　月曜日14：00からの運動プログラムスタッフが指導しながら運動を行う。8/7（月）は腰痛予防のための体幹トレーニングを行っている。利用者からの反応が良く膝痛の予防やストレッチをしたいという要望があるため、今後も利用者の要望を聞きながら可能な範囲で応じていく。現状でのマニュアルは慶長が持っている為、スタッフ全員で確認出来るように整備していく。

デイケア

・大下　伸治　様～来所時体調不良を訴えておりバイタルサインは異常ない。徐々に体調が楽になったと話しておりラジオ体操以降は普段通りに参加している。
・松倉　健一　様～定時になっても来所せず電話をするが連絡が取れない状態である。姉様に電話連絡すると姉様が見状況確認に行くと話している。姉様からの連絡待ちしている。

・タナカ　ヒロコ様～娘様（年齢25歳、発達障害）のことでデイケアのことを聞いてみたいとのことで母様から電話での問い合わせがあり対応している。現在他病院の精神科を受診しておりデイケアに通うことを勧められ場所を探していた際に、当院広報誌を見てデイケアの存在を知ったとの事。デイケアは日中過ごす場所としての利用を考えているが、今までデイケアを利用したことがなく、どのような場所かわからないと話しているため、デイケアの内容を説明しつつデイケア見学を提案すると見学を希望。8/22（火）15:30病院正面に着いたら青陽館に電話連絡がくる事になっており、当日は母様だけが見学することとしている。
デイナイトケア

倉石　ヨシエ様　～8/8（火）青風荘にて安静臥床され体温35℃～36℃台で経過、鼻声・痰がらみの咳嗽があるが昼食はほぼ全量夕食半分摂取しているとの情報提供あり。本日はデイナイトケアに参加し体調を確認すると「いつもと同じ」「行けって言われたからきました」と答えておりデイナイトケアでは無理しないで過ごすよう伝えている。体温は来所時35.8℃、15：00、36.9℃で経過し痰がらみの咳は続いているものの特に訴えなくプログラムに参加している。昼食は主食1/2、副食全量摂取している。

倉橋　生子　様～　昨夜青風荘では、時折放歌・多弁・声高な様子見られ機嫌がいい様子で過ごしているとの情報提供有り。デイナイトケアでは必要なことを報告・確認する程度であり周囲の人との交流は殆ど見られず口数少なく過ごしている。

・山田　隆雄　様～昨日昼食は味噌汁のみの摂取であったが、朝食はほぼ全量摂取して板の情報提供有り。昼食は事前に献立表を見ながら食べれる物残すものについて話しており、昼食は食べれるおかずは摂取している。

・奥山　以依子　様～青風荘で朝食を殆ど残しており、しっかり栄養を摂るように言われるが「47kg以上になったら困る。太れない。」と体型を気にしている発言あり聞き入れないとの情報提供あり。デイナイトケアでは、昼食を勢い良く全量摂取しており体型を気にしている発言は聞かれていない。

・佐藤　ミツ子　様、稲垣　ふき　様～静養の為欠席している。

ナイトケア

・二川目　健治　様～17:00頃本人より電話連絡があり、公衆電話にて病院から青陽館に電話したが繋がらなかったことと、病院受診後は運転免許の更新をしていた為、連絡が遅くなったと話している。携帯電話は持っていないため電話が繋がらない時には外来スタッフから青陽館に出欠について伝えてほしいことを言うよう助言し、利用日に予定があることが分かっている時には前もって連絡がほしいことを伝えている。本人より主治医からデイケアには無理して行かなくていいことを言われていると話しており、最近デイケアに来れていないことについてはデイケアに行くことで疲労感とストレスを感じてしまう為と話している。デイケアに顔を出すだけでもよいことを伝え、今後については面談して決めていくことを伝えている。

・八木橋　牧雄　様～欠伸が頻回に見られている為、体調確認をすると「入院する」等と冗談を話しており、再度体調確認した際に眠気と疲労感があると話している。睡眠は就寝時間はいつ通りであったが今朝は二度寝して30分ほど仕事に遅刻してしまったとのことのこと。バイタルについては、体温36.4℃、血圧125/82mmHg、脈拍57回/分となっている。以降も欠伸が続いており横になって休んでいいことを伝えるが、休息することなくテレビを見たりスタッフと会話したりして過ごしている。

＜外来情報＞

・高柳　和子様～「食欲はあるが、空腹時に吐気があり食事を摂ると症状は治まる」と話している。気分の落ち込みはあるが、頓服薬で対応出来ていると話す。

・板橋　利美様～「先日、昼食会があったがあまり食べれなかった」「夜、ベッドではなく床へ眠っていたり、窓を開けだがしらないうちに閉まっている事がある」「眠ったという感覚はあるが、記憶がない」と話す。

・中村　茂　様～「歩行時、足を引きずる感じと舌が突出する感じがある」と話している幻聴は多少あるが、左右されず生活出来ているとの事。夕方、掃除があるが疲れ切っており上手く出来ない事があると言う。薬剤変更している。

　　　　　　　　ｸｴﾁｱﾋﾟﾝ（25）2Ｔ→6Ｔ　3×ｎｄＥ

　　　　　　　　ｵﾗﾝｻﾞﾋﾟﾝ（10）１Ｔ→（5）1T　1×夕食後

・倉橋　生子様～「朝早く目覚めたり、あまり眠れない時に足の重さを感じる」と話す。他者へ口調が強くなる事を指摘受けるが、「前程ではないです。」と否定している。薬剤変更している。

ｾﾝﾅﾘﾄﾞ　2T・ﾚﾎﾞﾄﾐﾝ（5）1T　1×vds　ﾊﾞﾚﾘﾝ（100）１T　1×昼食後

に追加となっている。

・本多　富美様～仕事を継続しており、適度な疲れがあり良く眠れるとの事。断酒は継続出来ている。「幻聴は多少あるが、気にならない」と話す。嗄声あり、トローチ処方となる。

・大下　伸治様～夜間は眠れており幻聴は無いとの事。本日デイケアで座った際、一時的に脱力することがあったと話す。経過を見る様に助言受けている。

・藤村　翔　様～夜間の睡眠は摂れている。幻声は身体状態の事に関連して生じた事があったが、左右されず生活出来ている。

・久保　興介様～「涼しい日は地元を30分位散歩している」と話す。落ち着いて生活出来ているとの事。

・中村　鶴子様～10日位前からすぐにいろいろな事を忘れてしまう状態にあると。陽性症

　　　　　　　　状は落ち着いているので減薬勧めるも本人は不安が強く拒否あり。メモ

　　　　　　　　を取るなどして対応するよう医師より指導されている。

・我満　望　様～転居し落ち着いてきたので9月からプラーナ【就労支援移行】に通って

　　　　　　　　みようと考えている・食欲あるが体重の増加はなし。盆は自宅で料理を

　　　　　　　　作る予定にしていると穏やかである。

・菅野　勝利様～「左膝の痛みと付け根が痛いのでデイは休む」と話す。精神的にて著変ないとのことで自ら果物は何なら食べてよいか質問する姿あり。本日栄養指導あり。

・番沢　政勝様～歯科に行ったら歯槽膿漏と診断あり。歯をすべて抜きたいと言ったら、

　　　　　　　　残した方がいいと言われどうしたらいいかと悩んでいると。歯科にかかるお金がどれくらいか見積もりだしてもらってはと医師からアドバイスされている。

・平　京子　様～「21時30分に睡眠薬飲んでいるが、0時頃に寝たいんです」と話しあり。

　　　　　　　　医師から処方している薬剤は効果が3～4時間しかないため、飲んだらす

　　　　　　　　ぐに寝るよう指導あり。飲む時間をずらすようにすることや睡眠薬の飲んだら転倒リスク高い為すぐ眠るよう指導されている。

・川口　尚良様～「三社大祭は見に行ってビールを飲んでいる人々みて「いいな」と思ったが飲まずにいられた」と話す。盆はいろいろあるが母がやるので自分が留守番するとのこと。

・村上　元道様～完璧を求めた方がいいかと医師へ質問し葛藤している様子をノートに書いている。医師より完璧を求めないように指導されている。昨日だけ苛々して頓服内服したと。昨日だけで今日は大丈夫とのこと。診察は穏やか。

・淡路智恵子様～デイスタッフにも元に戻ったといわれ良く眠れるようになった。GHの

　　　　　　　　利用者とも仲良くやっているとの事で機嫌が良い。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（古川　富蔵様）
実施日：H29年8月9日（水）13：30～14：00

担当：佐々木弘子

参加者：慶長、會津、石橋、藤田、柴崎、田中、佐々木、百鳥

検討内容目標、計画の再検討

	氏名
	古川　富蔵様
	性別
	男
	年齢
	64
	生年月日
	S27年10月16日生

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

作業能力の持続性・向上、病識を身に付ける

	本人希望
	いずれは青風荘を退所し、自宅で生活したい。


	家族希望
	本人への生活援助は困難で入所継続を希望。


	入院歴
	計2回（最終：H19年5月11日～H26年10月29日）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：　H26年10月30日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：
青風荘入所


	家族構成
母親　施設入所（85歳）→H29.5死去

3人兄弟（本人・長女・次女）

長女：千葉在住　次女：五戸在住



	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎
年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）
重度心身障害者医療費助成制度　受給中(負担なし･現物給付)

	備考：事例検討に必要な情報を記載
五戸町在住の妹がおり、今後本人への援助者としての協力を得ている。

入院中に家族への不安から無断離院した経過があったが、現在は突発的な行動は見られない。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を継続させる
	今後の生活の為に、自分の身の回りの事が出来るようになる
	①不安がある時は、数日後ではなくその時に相談する事が出来るようになる。
	①不安がある時はスタッフへ相談する。スタッフは不安の確認を行い、適切なアドバイスをする。疲労感の確認も行う。

	
	
	②身だしなみを整える。
	②自ら身だしなみを整える。スタッフは、状況を確認していき、意欲的に取り組めるように声掛けと評価を行っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度％）
	今後の対応

	①不安等がある時は、数日後ではなくその時に相談する事が出来るようになる。
	・5/5青風荘スタッフより情報提供があり、入院していた母が亡くなり、ご家族の意向としては、今は本人に知らせないでほしいと話していたとのこと。
↓

2月に母親の状態不良を知らされている。「もう長くないべな」と受け入れるような発言あり。以降、そのことに関する不安などの訴えは無い。
↓

当院に入院中に、父様が亡くなった際に、無断外出した経緯があることから、亡くなったことを聞いた際には動揺することが考えられていた。
妹様が時期を見て本人に伝えるとのことで、6/8本人へ伝え、墓参りに行っている。「おふくろが死んではった」「涙が出る」と思いを話している。気分の落ち込みは見られるが、突発的な行動は見られない。
・今後については、いずれ実家に戻って暮らしたいと希望あるが、「家に誰もいないからな」とも話している。

・スタッフへ相談することはあるが、頻度は少なくスタッフからの声掛けで自身の思いなどを話すことがある。
	自ら家族への不安を訴えることはないが、妹様からは、「電話かけるなって言われてる」と自身から連絡をとれないでいる。突発的な行動は見られないが、自ら不安などを訴えたり相談することは少ない為、今後も目標を継続し、不安等の訴えが聞かれた際にはすぐ対処できるよう関わっていく。⇒計画継続

	②身だしなみを整える。
	・青風荘で介入しながら週3回洗濯と更衣を行っている。

・入浴に合わせ、下着の交換や洗濯は行うことができるようになっているが、上着やズボンについては、更衣や洗濯の頻度が少なく同じものを1週間～2週間同じ衣類を着ていることある。本人も「1～2週間おきに取り替えている」と話している。継続しての介入、指導を要している。指導、助言に対しては「そうだな」と理解を示すものの更衣の頻度に変わりはない。
	整容や入浴などは習慣化しており実施出来ているが、更衣の面で左記の通り不足が見られている。スタッフからの状況確認や、意欲的に取り組めるよう声掛けと評価が必要なため継続とする。繰り返し指導を要している。⇒計画継続

	その他
	・服薬は施設管理となっている。大きな病状変化なく、安定して経過している。

・1月下旬から腰痛の訴えあり、運動プログラムは見学すること多く見られている。整形外科受診せずに経過。2月中旬は軽減してきているとのこと。運動プログラムは見学していること多いが、可能な範囲で参加している。現在は、参加出来ている。
・周囲との交流は保たれており、他者と交流する様子見られている。プログラムでは、発言を促すと適切な内容で答え積極的に参加されている。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を継続させる
	今後の生活の為に、自分の身の回りの事が出来るようになる
	①不安がある時は、数日後ではなくその時に相談する事が出来るようになる。
	①不安がある時はスタッフへ相談する。スタッフは不安の確認を行い、適切なアドバイスをする。疲労感の確認も行う。

	
	
	②身だしなみを整える。
	②自ら身だしなみを整える。スタッフは、状況を確認していき、意欲的に取り組めるように声掛けと評価を行っていく。


